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不均一系パラジウム触媒を用いたフロー式接触水素化反応
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【目的】フロー式接触水素化反応は､触媒を封入 したカー トリッジに基質溶液

及び水素ガスを一定の速度で連続的に流すことで進行する｡カー トリッジ内の触

媒は空気(酸素)と接触 しないため発火などの危険性を回避できるとともに触媒と
基質及び水素ガスが狭い空間で確実に効率よく接触することから反応効率の飛躍

的な向上が期待される｡バッチ式反応 とは異なり､フローを連続するのみで大量

合成もできるため実用的観点から注目されている｡ しかし､個々の還元性官能基

に対する系統的フロー式還元条件が検討された事例はほとんどないことから､今

回､汎用されるパラジウム炭素(pd/C)とともに､当研究室で開発 した様々な素材を

担体とするパラジウム触媒(10%Pd/HP20､0.5%Pd/MS3A及び 0.3%Pd侶N)につい
て､個々の還元性官能基に対する触媒活性を詳細に検討 し､基質溶液が触媒を一

度通過するのみで所望の生成物を選択的に合成することができるプロセス化学適

用型反応の確立を目指した｡

【方法 ･結果】様々な還元性官能基を持つ基質をメタノールに溶解後､それぞれ

の触媒に lbarの水素とともに lmL/minで送液 し､25-100oCの範囲で段階的に反

応の進行を確認 した｡なお､100oC でも反応が完結しな

い場合には､加圧 しした上で反応温度を再度検討した｡

その結果､触媒活性の高い Pd/Cとpd/HP20を触媒とし

た場合には広範な還元性官能基を接触還元することがで

きた｡また､pd/MS3Aとpd/BNを触媒とした官能基選択

的フロー式接触還元についても併せて報告する｡
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